
粉吉の特色

粉吉の歴史

取扱い商品・取り組み事業

・1889（明治22）年 和菓子屋として創業、初代吉之助が粉屋から立ち上げたのが

会社名の由来

・1970（昭和45）年頃 四代目がお客様の声を聞き黒みつ寒天を販売開始

・1988（昭和63）年 和歌山市土佐町工場に、新工場建設

・2010（平成22）年 三年坂かすてらを販売開始

1889年(明治22年)創業

戦前・戦後を通じ和歌山市の台所と言われた萬市場で、出来たての和菓子をお届するべく
毎朝2時・3時より製造・販売を行ってきました。お団子や和菓子のほかプリンやカステ
ラなどの洋菓子もご用意し、幅広い年代層のお客さまに親しまれています。
『自分が買いたいと思えるものを作れ。良い材料を選べ』という初代からの言葉を守り、
昔ながらの味を受け継ぎながらも、お客様の生の声を聞き、新しいアイデアを取り入れて
レシピを改良しています。

和歌山市西長町１－２６

現在の店舗

・店舗「粉吉(ふく福団子」
和歌山市岡山丁31

・もちを主力に多彩な和菓子

・黒みつ寒天 ・三年坂かすてら 他

約40年前の旧工場の様子

三年坂かすてら黒みつ寒天多彩な和菓子


